
2023年6月29日

株式会社山口銀行（単体）

直前の四半期との比較

（平成26年金融庁告示第7号、別紙様式第三号） （単位：百万円、％）

当期末 前四半期末

 貸借対照表における総資産の額 7,056,500

 リスク移転の認識に係る要件を充足しない証券化エクスポージャー
 に係る調整

-

 中央銀行預け金に係る除外による調整（△） 1,115,434

 顧客資産のうち、貸借対照表に計上されている金額（△）

 有価証券の売買を約定日基準により会計処理している場合における
 調整項目

-

 キャッシュ・プーリング契約に基づく資金の移動に係る調整項目 -

 デリバティブ取引等に関する調整額 17,783

8a  デリバティブ取引等に関する額 56,786

8b  デリバティブ取引等に関連する資産の額（△） 39,003

 レポ取引等に関する調整額 3,980

9a  レポ取引等に関する額 3,980

9b  レポ取引等に関する額（△） -

 オフ・バランス取引に関する額 133,572

 Tier1資本に係る調整項目の額（貸倒引当金）（△） -

 その他の調整項目 △ 75,928

12a  Tier1資本に係る調整項目の額（貸倒引当金以外）（△） 16,435

12b  支払承諾見返勘定の額（△） 39,839

12c
 デリバティブ取引等に関連して差し入れた担保の対価の額
 （相殺した額に相当する部分に限る）

-

12d
 デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた変動証拠金の対
 価の額（△）

19,654

 総エクスポージャーの額 6,020,473

単体レバレッジ比率の構成に関する事項（2023年3月期）
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当期末 前四半期末

 オン・バランス資産の額　　　（１）

 個別項目調整前のオン・バランス資産の額 5,862,223

 デリバティブ取引等に関連して差し入れた担保の対価の額
 （相殺した額に相当する部分に限る。）

-

 デリバティブ取引に関連して現金で差し入れた変動証拠金の対
 価の額（△）

19,654

 レポ取引等により受領した証券の計上額（△） -

 Tier1資本に係る調整項目の額（貸倒引当金）（△） -

 Tier1資本に係る調整項目の額（貸倒引当金以外）（△） 16,435

 オン・バランス資産の額 （イ） 5,826,134

 デリバティブ取引等に関する額　　　（２）

 デリバティブ取引等に関するRCの額に1.4を乗じた額 19,875

 デリバティブ取引等に関するPFEの額に1.4を乗じた額 36,910

-

-

-

 デリバティブ取引等に関する額 （ロ） 56,786

 レポ取引等に関する額　　　（３）

 レポ取引等に関する資産の額 -

 レポ取引等に関する資産の額から控除した額（△） -

 レポ取引等に関するカウンターパーティ・リスクのエクスポー
 ジャーの額

3,980

 代理取引のエクスポージャーの額

 レポ取引等に関する額 （ハ） 3,980

 オフ・バランス取引に関する額　　　（４）

 オフ・バランス取引の想定元本の額 528,575

 オフ・バランス取引に係るエクスポージャーの額への変換調整
 の額（△）

395,002

 オフ・バランス取引に関する額 （ニ） 133,572

 単体レバレッジ比率　　　（５）

 資本の額 （ホ） 394,013

 総エクスポージャーの額　（（イ）＋（ロ）＋（ハ）＋（ニ）） （ヘ） 6,020,473

 単体レバレッジ比率 （（ホ）／（ヘ）） 6.54

 適用する所要単体レバレッジ比率 3.15

 日本銀行に対する預け金を算入する場合の単体レバレッジ比率　　　（６）

 総エクスポージャーの額 （ヘ） 6,020,473

 日本銀行に対する預け金の額 1,115,434

 日本銀行に対する預け金を算入する場合の総エクスポージャー
 の額

（ヘ’） 7,135,908

 日本銀行に対する預け金を算入する場合の単体レバレッジ比率　 （（ホ）／（ヘ’）） 5.52

 平均値の開示　　　（７）

 レポ取引等に関する資産の額（控除後）に係る平均値 （（ト）＋（チ）） -

 レポ取引等に関する資産の額に係る平均値 （ト） -

 レポ取引等に関する資産の額から控除した額に係る平均値（△） （チ） -

 レポ取引等に関する資産の額（控除後）に係る四半期末の値 （（リ）＋（ヌ）） -

14  レポ取引等に関する資産の額に係る四半期末の値 （リ） -

15
 レポ取引等に関する資産の額から控除した額に係る四半期末の
 値（△）

（ヌ） -

 総エクスポージャーの額
 （レポ取引等に関する資産の額（控除後）に係る平均値を使用
 し、日本銀行に対する預け金を算入しない場合）

（ル） 6,020,473

 総エクスポージャーの額
（レポ取引等に関する資産の額（控除後）に係る平均値を使用
 し、日本銀行に対する預け金を算入する場合）

（ヲ） 7,135,908

 単体レバレッジ比率
 （レポ取引等に関する資産の額（控除後）に係る平均値を使用
 し、日本銀行に対する預け金を算入しない場合）

（（ホ）／（ル）） 6.54

 単体レバレッジ比率
（レポ取引等に関する資産の額（控除後）に係る平均値を使用
 し、日本銀行に対する預け金を算入する場合）

（（ホ）／（ヲ）） 5.52

 間接清算参加者に適格中央清算機関の債務履行を保証していな
 い場合に零とした中央清算機関向けエクスポージャーの額（△）

11
 クレジット・デリバティブ等のプロテクションを提供した場合
 における調整後想定元本の額

12
 クレジット・デリバティブ等のプロテクションを提供した場合
 における調整後想定元本の額から控除した額（△）

（注）2023年3月期より改正後のレバレッジ比率告示に基づき単体レバレッジ比率の算出を行っています。なお、前四半期末については従前の書式にて記載
　　　しております。

30

29

8

9

1

2

3

6

4

5

 項番（国
際様式
（LR2）
 の該当番
 号）

 項目

24

25

13

14

15

16

17

18

10

30a

31

31a

7

26

28

19

20

22

23



株式会社山口銀行（単体）

直前の四半期との比較

（平成26年金融庁告示第7号、別紙様式第三号） （単位：百万円、％）

 国際様式
（表 1）
 の該当番
 号

当期末 前四半期末

 オン・バランス資産の額　　　（１）

 調整項目控除前のオン・バランス資産の額 5,787,023

1a 1  貸借対照表における総資産の額 5,915,708

1b 3
128,684

7  Tier1 資本に係る調整項目の額（△） 16,143

 オン・バランス資産の額 （イ） 5,770,880

 デリバティブ取引等に関する額　　　（２）

 デリバティブ取引等に関するRCの額に1.4を乗じた額 -

 デリバティブ取引等に関する再構築コストの額 43,629

 デリバティブ取引等に関するPFEの額に1.4を乗じた額 -

 デリバティブ取引等に関するアドオンの額 36,620

 デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた証拠金の対価の額 26,337

-

-

-

-

-

4  デリバティブ取引等に関する額 （ロ） 106,587

 レポ取引等に関する額　　　（３）

 レポ取引等に関する資産の額 -

 レポ取引等に関する資産の額から控除した額（△） -

 レポ取引等に関するカウンターパーティ・リスクのエクスポージャーの額 2,098

 代理取引のエクスポージャーの額

5  レポ取引等に関する額 （ハ） 2,098

 オフ・バランス取引に関する額　　　（４）

 オフ・バランス取引の想定元本の額 516,686

 オフ・バランス取引に係るエクスポージャーの額への変換調整の額（△） 355,366

6  オフ・バランス取引に関する額 （ニ） 161,319

 単体レバレッジ比率　　　（５）

 資本の額 （ホ） 389,186

8  総エクスポージャーの額　（（イ）＋（ロ）＋（ハ）＋（ニ）） （ヘ） 6,040,886

 単体レバレッジ比率 （（ホ）／（ヘ）） 6.44

 日本銀行に対する預け金の除外規定に関する単体レバレッジ比率　　　（６）

 総エクスポージャーの額 （ヘ） 6,040,886

 日本銀行に対する預け金の額 845,802

 日本銀行に対する預け金を算入する場合の総エクスポージャーの額 （ヘ’） 6,886,688

 日本銀行に対する預け金を算入する場合の単体レバレッジ比率　 （（ホ）／（ヘ’）） 5.65
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 デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた変動証拠金の対価の額
 のうち控除する額（△）

10  クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合における調整
 後想定元本の額から控除した額（△）

6

9

 貸借対照表から控除されているデリバティブ取引等に関連して差し入れ
 た証拠金の対価の額

8

7

 清算会員である銀行が補償を義務付けられていない顧客とのトレード・エ
 クスポージャーの額（△）

 クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合における調整
 後想定元本の額

単体レバレッジ比率の構成に関する事項（2023年3月期）

 貸借対照表から控除されているデリバティブ取引等に関連して現金で差
 し入れた証拠金の対価の額

 国際様式
 （表 2）
 の該当番
 号

2

3

1

4

 項目

 貸借対照表における総資産の額から控除される調整項目以外の資産の額
 （△）

5

21

22

（注）2020年3月期の単体レバレッジ比率は、現金預け金および貸出金の増加を主因とする総エクスポージャーの額の
　　　増加により、前四半期比で0.54%低下しました。



2023年6月29日

株式会社山口銀行（単体）

前年同期との比較

（平成26年金融庁告示第7号、別紙様式第三号） （単位：百万円、％）

当期末 前期末

 貸借対照表における総資産の額 7,056,500

 リスク移転の認識に係る要件を充足しない証券化エクスポージャー
 に係る調整

-

 中央銀行預け金に係る除外による調整（△） 1,115,434

 顧客資産のうち、貸借対照表に計上されている金額（△）

 有価証券の売買を約定日基準により会計処理している場合における
 調整項目

-

 キャッシュ・プーリング契約に基づく資金の移動に係る調整項目 -

 デリバティブ取引等に関する調整額 17,783

8a  デリバティブ取引等に関する額 56,786

8b  デリバティブ取引等に関連する資産の額（△） 39,003

 レポ取引等に関する調整額 3,980

9a  レポ取引等に関する額 3,980

9b  レポ取引等に関する額（△） -

 オフ・バランス取引に関する額 133,572

 Tier1資本に係る調整項目の額（貸倒引当金）（△） -

 その他の調整項目 △ 75,928

12a  Tier1資本に係る調整項目の額（貸倒引当金以外）（△） 16,435

12b  支払承諾見返勘定の額（△） 39,839

12c
 デリバティブ取引等に関連して差し入れた担保の対価の額
 （相殺した額に相当する部分に限る）

-

12d
 デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた変動証拠金の対
 価の額（△）

19,654

 総エクスポージャーの額 6,020,473
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単体レバレッジ比率の構成に関する事項（2023年3月期）
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当期末 前期末

 オン・バランス資産の額　　　（１）

 個別項目調整前のオン・バランス資産の額 5,862,223

 デリバティブ取引等に関連して差し入れた担保の対価の額
 （相殺した額に相当する部分に限る。）

-

 デリバティブ取引に関連して現金で差し入れた変動証拠金の対
 価の額（△）

19,654

 レポ取引等により受領した証券の計上額（△） -

 Tier1資本に係る調整項目の額（貸倒引当金）（△） -

 Tier1資本に係る調整項目の額（貸倒引当金以外）（△） 16,435

 オン・バランス資産の額 （イ） 5,826,134

 デリバティブ取引等に関する額　　　（２）

 デリバティブ取引等に関するRCの額に1.4を乗じた額 19,875

 デリバティブ取引等に関するPFEの額に1.4を乗じた額 36,910

-

-

-

 デリバティブ取引等に関する額 （ロ） 56,786

 レポ取引等に関する額　　　（３）

 レポ取引等に関する資産の額 -

 レポ取引等に関する資産の額から控除した額（△） -

 レポ取引等に関するカウンターパーティ・リスクのエクスポー
 ジャーの額

3,980

 代理取引のエクスポージャーの額

 レポ取引等に関する額 （ハ） 3,980

 オフ・バランス取引に関する額　　　（４）

 オフ・バランス取引の想定元本の額 528,575

 オフ・バランス取引に係るエクスポージャーの額への変換調整
 の額（△）

395,002

 オフ・バランス取引に関する額 （ニ） 133,572

 単体レバレッジ比率　　　（５）

 資本の額 （ホ） 394,013

 総エクスポージャーの額　（（イ）＋（ロ）＋（ハ）＋（ニ）） （ヘ） 6,020,473

 単体レバレッジ比率 （（ホ）／（ヘ）） 6.54

 適用する所要単体レバレッジ比率 3.15

 日本銀行に対する預け金を算入する場合の単体レバレッジ比率　　　（６）

 総エクスポージャーの額 （ヘ） 6,020,473

 日本銀行に対する預け金の額 1,115,434

 日本銀行に対する預け金を算入する場合の総エクスポージャー
 の額

（ヘ’） 7,135,908

 日本銀行に対する預け金を算入する場合の単体レバレッジ比率　 （（ホ）／（ヘ’）） 5.52

 平均値の開示　　　（７）

 レポ取引等に関する資産の額（控除後）に係る平均値 （（ト）＋（チ）） -

 レポ取引等に関する資産の額に係る平均値 （ト） -

 レポ取引等に関する資産の額から控除した額に係る平均値（△） （チ） -

 レポ取引等に関する資産の額（控除後）に係る四半期末の値 （（リ）＋（ヌ）） -

14  レポ取引等に関する資産の額に係る四半期末の値 （リ） -

15
 レポ取引等に関する資産の額から控除した額に係る四半期末の
 値（△）

（ヌ） -

 総エクスポージャーの額
 （レポ取引等に関する資産の額（控除後）に係る平均値を使用
 し、日本銀行に対する預け金を算入しない場合）

（ル） 6,020,473

 総エクスポージャーの額
（レポ取引等に関する資産の額（控除後）に係る平均値を使用
 し、日本銀行に対する預け金を算入する場合）

（ヲ） 7,135,908

 単体レバレッジ比率
 （レポ取引等に関する資産の額（控除後）に係る平均値を使用
 し、日本銀行に対する預け金を算入しない場合）

（（ホ）／（ル）） 6.54

 単体レバレッジ比率
（レポ取引等に関する資産の額（控除後）に係る平均値を使用
 し、日本銀行に対する預け金を算入する場合）

（（ホ）／（ヲ）） 5.52

（注）2023年3月期より改正後のレバレッジ比率告示に基づき単体レバレッジ比率の算出を行っています。なお、前期末については従前の書式にて記載しており
　　　ます。
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 間接清算参加者に適格中央清算機関の債務履行を保証していな
 い場合に零とした中央清算機関向けエクスポージャーの額（△）

 クレジット・デリバティブ等のプロテクションを提供した場合
 における調整後想定元本の額

 クレジット・デリバティブ等のプロテクションを提供した場合
 における調整後想定元本の額から控除した額（△）
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株式会社山口銀行（単体）

前年同期との比較

（平成26年金融庁告示第7号、別紙様式第三号） （単位：百万円、％）

 国際様式
（表 1）
 の該当番
 号

当期末 前期末

 オン・バランス資産の額　　　（１）

 調整項目控除前のオン・バランス資産の額 5,710,513

1a 1  貸借対照表における総資産の額 5,806,461

1b 3
95,947

7  Tier1 資本に係る調整項目の額（△） 16,027

 オン・バランス資産の額 （イ） 5,694,486

 デリバティブ取引等に関する額　　　（２）

 デリバティブ取引等に関するRCの額に1.4を乗じた額 -

 デリバティブ取引等に関する再構築コストの額 13,702

 デリバティブ取引等に関するPFEの額に1.4を乗じた額 -

 デリバティブ取引等に関するアドオンの額 29,506

 デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた証拠金の対価の額 43,832

-

-

-

-

-

4  デリバティブ取引等に関する額 （ロ） 87,041

 レポ取引等に関する額　　　（３）

 レポ取引等に関する資産の額 -

 レポ取引等に関する資産の額から控除した額（△） -

 レポ取引等に関するカウンターパーティ・リスクのエクスポージャーの額 1,329

 代理取引のエクスポージャーの額

5  レポ取引等に関する額 （ハ） 1,329

 オフ・バランス取引に関する額　　　（４）

 オフ・バランス取引の想定元本の額 536,625

 オフ・バランス取引に係るエクスポージャーの額への変換調整の額（△） 367,019

6  オフ・バランス取引に関する額 （ニ） 169,606

 単体レバレッジ比率　　　（５）

 資本の額 （ホ） 402,589

8  総エクスポージャーの額　（（イ）＋（ロ）＋（ハ）＋（ニ）） （ヘ） 5,952,463

 単体レバレッジ比率　　　　　　　　　　　　　　  （（ホ）／（ヘ）） 6.76

 日本銀行に対する預け金の除外規定に関する単体レバレッジ比率　　　（６）

 総エクスポージャーの額 （ヘ） 5,952,463

 日本銀行に対する預け金の額 1,118,630

 日本銀行に対する預け金を算入する場合の総エクスポージャーの額 （ヘ’） 7,071,093

 日本銀行に対する預け金を算入する場合の単体レバレッジ比率　 （（ホ）／（ヘ’）） 5.69

 項目

1

2

単体レバレッジ比率の構成に関する事項（2023年3月期）

 貸借対照表における総資産の額から控除される調整項目以外の資産の額
 （△）

5

19

20

 貸借対照表から控除されているデリバティブ取引等に関連して現金で差
 し入れた証拠金の対価の額

21

22

13

18

 国際様式
 （表 2）
 の該当番
 号

 デリバティブ取引等に関連して現金で差し入れた変動証拠金の対価の額
 のうち控除する額（△）

9

10

6

4

 貸借対照表から控除されているデリバティブ取引等に関連して差し入れ
 た証拠金の対価の額

7

 クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合における調整
 後想定元本の額

 清算会員である銀行が補償を義務付けられていない顧客とのトレード・エ
 クスポージャーの額（△）

8

 クレジット・デリバティブのプロテクションを提供した場合における調整
 後想定元本の額から控除した額（△）

14

15

17

16

3

12

11


